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憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
に
６
０
０
人

レクリエーションで司会を

する青年部の岡本部長

安
保
法
案
反
対
の
動
き
は
大
き
な
う
ね
り
に

デモ行進の様子

７
月
１
９
日
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン

７
月
１
８
日
「安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
」

　
　
７
月
１
５
日
、
安
倍
内
閣
は
衆
議
院
特
別
平
和
委
員
会
で
、
「戦
争
法
案
」
と

批
判
さ
れ
る
安
保
法
案
を
強
行
採
決
し
、
翌
１
６
日
に
は
、
衆
議
院
本
会
議
で
も

強
行
採
決
を
行
い
ま
し
た
。
国
民
の
６
割
が

「反
対
」
し
、
８
割
が

「説
明
不
十

分
」と
す
る
こ
の
法
案
を
数
の
力
で
押
し
切
る
独
裁
政
治
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か

ら
反
対
の
声
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
戦
争
　
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
絶
対
に
な
い
」
「徴
兵

制
　
全
く
あ
り
え
な
い
　
今

後
も
な
い
」
「
専
守
防
衛
　

い
さ
さ
か
の
変
更
も
な
い
」
。
７
月
３
１

日
の

「
朝
日
」
は
、
「
断
言
首
相
」
と

皮
肉
っ
た
。
「首
相
断
言
」
で
な
い
と
こ

ろ
が
ミ
ソ
▲
磯
崎
首
相
補
佐
官
の

「
法

的
安
定
性
関
係
な
い
」
発
言
。
こ
の
人
、

例
の
首
相
の

「
火
事
の
例
え
」
の
考
案

者
。
中
学
生
に
「戦
争
と
火
事
は
違
う
」

と
論
破
さ
れ
た
人
物
▲
大
西
英
男
衆

院
議
員
は
、
「マ
ス
コ
ミ
を
懲
ら
し
め
る
に

は 

広
告
料
収
入
が
な
く
な
る
の
が
一
番

い
い
」
発
言
に
続
き
、
反
原
発
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
各
個
撃
破
を
官
僚
に
呼
び

か
け
た
▲
武
藤
貴
也
衆
院
議
員
は
、
安

保
法
案
に
反
対
す
る
学
生
た
ち
を

「極

端
な
利
己
的
考
え
」
と
批
判
、
更
に

「
憲
法
が
日
本
精
神
を
破
壊
」
と
続
け

た
▲
次
か
ら
次
に
出
る
自
民
党
・
「思
い

上
が
り
」
議
員
！
オ
レ
様
を
憲
法
の
上
、

民
の
上
に
置
く
▲
し
か
し
、
い
ず
れ
も

「注
意
し
た
振
り
」
「謝
っ
た
振
り
」
で
一

件
落
着
。
元
の

「
利
権
」
の
鞘
、
「
オ

ト
モ
ダ
チ
」
の
鞘
に
収
ま
っ
た
。
し
か
し
、

国
民
の
疑
念
と
怒
り
は
お
さ
ま
ら
な

い
。
嘘
と
断
言
は
、
独
裁
者
の
特
徴
。

国
民
は
見
抜
い
て
い
る
▲
青
年
は
保
守
的

と
見
て
い
た
感
の
自
民
党
。
デ
モ
は
大

学
生
か
ら
高
校
生
に
広
が
っ
て
い
る
。
殺

さ
れ
た
く
も
な
い
し
、
殺
し
た
く
も
な

い
。
「己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
人
に
施
す
こ

と
な
か
れ
」
。
利
己
と
利
他
を
合
わ
せ

た
万
国
共
通
の
思
い
。
だ
か
ら
戦
争
に

は
行
き
た
く
な
い
の
だ
。
（田
）

　
　
７
月
１
９
日
、
高
知
市
の
丸
ノ
内
緑

地
公
園
で

「憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
高
知

２
」
な
ど
の
主
催
で
「戦
争
法
廃
案
」
を

求
め
る
集
会
が
開
催
さ
れ
、
６
０
０
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　 

県
内
の
護
憲
団
体
、
弁
護
士
、
労
働

団
体
、
市
民
団
体
な
ど
幅
広
い
人
た
ち

が
集
ま
り
、
戦
争
法
廃
案
、
安
倍
内
閣

打
倒
を
ア
ピ
ー
ル
。
「戦
争
で
ま
ず
死
ぬ

の
は
、
真
実
だ
」
と
高
知
大
准
教
授
の

岡
田
健
一
郎
さ
ん
は
訴
え
ま
し
た
。

　 

大
学
生
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
「ペ
ダ
ル
」の

代
表
は
、
「１
８
才
選
挙
権
が
実
現
し

た
。
嬉
し
い
。
青
年
は
政
治
的
に
無
関

心
と
言
わ
れ
る
が
、
考
え
行
動
す
る
青

年
も
い
る
し
、
増
え
て
い
る
。
政
治
を
変

え
た
い
」
「怒
り
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
少

し
怒
っ
て
、
長
～
く
怒
っ
て
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　 

集
会
後
、
電
車
通
り
か
ら
高
知
市

中
央
公
園
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通
り
デ
モ

行
進
。
戦
争
法
廃
案
、
憲
法
壊
す
な
、

平
和
を
守
れ
、
安
倍
内
閣
は
退
陣
を

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　 

「安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
」。
７
月
１

８
日
、
澤
地
久
枝
さ
ん
ら
の
呼
び
か
け

に
応
え
て
高
知
県
内
で
も
数
カ
所
で
午

後
１
時
、
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
高
知
市
で
は
、
高
知
城
を
背
景
に

「安
倍
政
治
は
許
さ
ん
ぜ
よ
」の
声
を
上

げ
ま
し
た
。

沖
縄
と
連
帯
す
る
集
会

　 

高
知
県
革
新
懇
主
催
の
「沖
縄
と
連

帯
す
る
集
会
Ⅱ
」は
高
知
市
北
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
２
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　 

琉
球
新
報
の
東
京
報
道
部
長
の
島
洋

子
さ
ん
が
、
政
府
、
自
民
党
に
よ
る
言

論
への
圧
力
や
オ
ー
ル
沖
縄
の
運
動
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
島
さ
ん
は
「戦
前
３

社
が
１
社
に
統
合
さ
れ
琉
球
新
報
が
で

き
、
残
念
だ
が
戦
争
に
協
力
し
て
い
っ

た
。
戦
争
の
た
め
の
ペ
ン
は
取
ら
な
い
。
こ

れ
が
戦
後
の
原
点
。
そ
し
て
県
民
の
立

場
に
立
つ 

こ
と
、
こ
れ
が
あ
る
か
ら
県

民
に
支
持
さ
れ
て
き
た
」
と
語
り
ま
し

た
。
共
産
党
沖
縄
県
議
団
幹
事
長
の
渡

久
地
修
さ
ん
は
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
背
景

や
今
後
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
の

闘
い
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　 

今
、
安
倍
政
権
の
独
裁
政
治
に
対

し
、
労
働
組
合
は
勿
論
、
学
者
や
大
学

教
員
、
宗
教
界
、
大
学
生
、
高
校
生
、

母
親
や
中
高
年
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
有
志
か
ら
「戦
争
法
案
反
対
」の

声
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
政

治
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
世
代
への
運

動
の
広
が
り
が
、
安
倍
内
閣
支
持
率
の

急
落
（３
面
参
照
）
へと
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
に
直

結
し
、
７
０
年
間
続
け
て
き
た
平
和
な

日
本
を
根
底
か
ら
崩
す
安
倍
内
閣
の
打

倒
に
向
け
、
こ
の
高
知
県
で
も
さ
ら
に

大
き
な
共
同
・
共
闘
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
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７
月
２
９
日
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
額
目
安
を

全
国
平
均
で
１
８
円
、
高
知
な
ど
の
Ｄ
ラ
ン
ク
で
１
６
円
と
し
ま
し
た
。
世
界
的
に

も
大
幅
な
引
き
上
げ
が
実
現
す
る
中
で
、
先
進
国
と
し
て
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
る

最
低
賃
金
は
、
日
本
政
府
が
労
働
者
と
大
企
業
の
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
る
か
を
端

的
に
表
し
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金･

高
知
１
６
円
引
き
上
げ
目
安

世
界
の
大
幅
引
き
上
げ
の
波
に
逆
行

大
幅
引
き
上
げ
阻
む
政
府
と
財
界

ア
メ
リ
カ
の
最
賃
引
き
上
げ
の
動
き

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
奮
闘

　 

県
労
連
は
、
７
月
２
２
日
に
、
最
低

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
要
請

を
行
い
、
翌
月
の
８
月
３
日
に
審
議
会

で
の
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。
意
見

陳
述
で
は
、
ま
ず
、
県
労
連
青
年
部
の

金
子
書
記
長
が
最
低
賃
金
生
活
体
験
の

実
態
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
高
知

一
般
の
森
永
書
記
長
が
、
最
近
組
合
が

結
成
さ
れ
た
土
佐
食
で
は
、
最
低
賃
金

で
働
き
始
め
、
そ
の
後
も
賃
金
が
ほ
と

ん
ど
上
が
ら
な
い
状
況
を
報
告
し
、
生

活
を
支
え
る
為
の
最
低
賃
金
の
大
幅
な

底
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０

１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
社
会
保
険
の

強
制
加
入
に
よ
っ
て
実
質
の
手
取
り
が

減
少
す
る
た
め
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

高
知
市
公
共
調
達
条
例

　 

高
知
県
内
で
も
、
適
正
な
賃
金
へ是

正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
材
の
確
保

を
進
め
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

７
月
２
２
日
、
高
知
市
の
公
共
調
達
審

議
会
は
、
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
公
共
調
達
条
例
改
正
に
基
づ
く
労
働

者
報
酬
下
限
額
に
つ
い
て
、
時
間
額
７

２
０
円
と
と
す
る
方
向
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
知
市
の
特
定
業
務
委
託
契

約
な
ど
で
働
く
労
働
者
の
最
低
の
賃
金

を
定
め
た
も
の
で
、
高
知
県
の
最
低
賃

金
よ
り
も
４
３
円
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

　
現
行
の
最
低
賃
金
が
低
す
ぎ
る
た
め

に
、
労
働
者
の
生
活
を
守
る
こ
と
や
人

材
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
県
都
で
あ
る
高
知
市
の
常
識
と

な
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
で
す
。
こ

の
流
れ
を
県
下
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
進
ん
で
い

け
ば
、
あ
ま
り
に
も
低
い
全
国
最
低
の

最
低
賃
金
か
ら
抜
け
出
す
だ
け
の
大
幅

引
き
上
げ
も
実
現
可
能
な
目
標
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
の
目
安
は
、
時

給
表
示
に
統
一
さ

れ
て
以
降
で
最
高
の

上
積
み
額
と
な
り

ま
す
が
、
仮
に
目
安

通
り
に
改
定
さ
れ
た

と
し
て
も
、
加
重
平

均
は
１
８
円
増
の
７

９
８
円
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
で

は
、
憲
法
２
５
条
の

「人
間
ら
し
い
最
低

限
度
の
生
活
」
に

は
、
到
底
不
十
分
な

額
と
い
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　 

さ
ら
に
、
地
域
疲

弊
の
元
凶
と
も
な
っ

て
い
る
地
域
間
格
差

は
拡
大
し
続
け
て
お

り
、
最
高
額
の
東
京

最
低
額
の
高
知
の
差

は
、
２
１
１
円
か
ら
２
１
４
円
に
広
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　 
安
倍
内
閣
は
今
年
の
目
安
審
議
に
あ

た
っ
て
、
「経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
１
５
」
お
よ
び
「日
本
再
興

戦
略
」
で
特
段
の
配
慮
、
つ
ま
り
最
低

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し

た
。

　 

し
か
し
、
労
働
者
側
委
員
が
消
費
者

物
価
上
昇
分
と
１
５
春
闘
の
賃
上
げ
成

果
を
合
わ
せ
た
「５
０
円
の
引
き
上
げ
」

を
要
請
し
た
翌
日
、
内
閣
府
は
「最
低

賃
金
を
１
０
円
、
２
０
円
引
き
上
げ
た

場
合
の
経
済
効
果
」と
す
る
資
料
を
発

表
し
、
労
働
者
側
の
要
求
額
に
応
え
な

い
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　 

こ
こ
か
ら
も
、
「最
低
賃
金
の
大
幅

引
き
上
げ
」
は
安
倍
首
相
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
本
質
は
、
下
請

中
小
企
業
に
低
単
価
を
押
し
つ
け
、
大

企
業
に
史
上
空
前
の
利
益
を
あ
げ
さ
せ

る
「大
企
業
最
優
先
の
政
治
」
か
ら
少

し
も
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ

ま
す
。

 

　
日
本
と
は
対
照
的
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
多
く
の
自

治
体
で
最
低
賃
金
を
１
５
ド
ル
（約
１
８

５
０
円
）
に
引
き
上
げ
る
条
例
が
可
決

さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

は
、
昨
年
の
市
民
投
票
で
、
２
０
１
８

年
７
月
ま
で
に
段
階
的
に
最
低
賃
金
を

１
５
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
も
現
在
の
９

ド
ル
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
５
ド
ル
へ

と
引
き
上
げ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。

　 

こ
の
背
景
に
は
、
日
本
以
上
に
深
刻

な
格
差
と
貧
困
と
そ
の
是
正
に
立
ち
上

が
っ
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
労
働
者
を
は
じ
め

と
す
る
労
働
者
の
闘
い
が
あ
り
ま
す
。

　 

施
工
前
に
は
、
賃
上
げ
に
よ
る
失
業

引上げ額 地　　域 引上げ前 引上げ後

Ａランク １９円 東　　京 ８８８円 ⇒ ９０７円

Ｂランク １８円

Ｃランク １６円

Ｄランク １６円 高　　知 ６７７円 ⇒ ６９３円

２１４円

格　　差

全国平均 ７８０円 ⇒ ７９８円

１０９円

１０５円

率
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

前
倒
し
で
賃
上
げ
を
実
施
し
た
都
市
で

も
大
き
な
混
乱
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
賃
上
げ
に
よ
っ
て
、
人
材
の
確
保

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

弱
肉
強
食
の
資
本
主
義
国
家
で
も
、
労

働
者
が
立
ち
上
げ
れ
ば
、
政
策
が
大
き

く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

アメリカの

ファストグローバルアクション

労働局前集会
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国
民
不
在
の
安
倍
内
閣
は
退
陣
を
！

相
次
ぐ
憲
法
軽
視
の
声

憲
法
軽
視
の
発
言
続
出
！

　
　
　
　
　
　
戦
争
へ
突
き
進
む
自
民
党

　 

自
民
党
若
手
議
員
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の

投
稿
に
批
判
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
７

月
３
０
日
、
自
民
党
の
武
藤
貴
也
衆
院

議
員
が
、
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
安

保
法
制
に
反
対
す
る
団
体
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ｓ

（シ
ー
ル
ズ
）に
対
し
、
「『だ
っ
て
戦
争
に

行
き
た
く
な
い
じ
ゃ
ん
』と
い
う
自
分
中

心
、
極
端
な
利
己
的
考
え
に
基
づ
く
」

と
批
判
し
、
「利
己
的
個
人
主
義
が
こ

こ
ま
で
蔓
延
し
た
の
は
戦
後
教
育
の
せ
い

　 

毎
日
新
聞
は
７
月
１
６
日
、
２
０
１
５

年
度
の
一
般
幹
部
候
補
生
への
募
集
が

前
年
８
５
１
５
人
か
ら
７
３
３
４
人

（速

報
値
）
へと
激
減
し
て
い
る
こ
と
を
報
道

し
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
、
景
気
の
持
ち

直
し
に
よ
っ
て
民
間
雇
用
が
増
え
た
た
め

と
し
て
い
ま
す
が
、
安
保
法
案
が
強
行

採
決
さ
れ
た
際
に
は
、
自
衛
隊
の
活
動

範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
、
応
募
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は

容
易
に
想
像
が
で
き
ま
す
。
日
本
を
守

る
た
め
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
の
た

め
に
国
外
で
「殺
し
殺
さ
れ
る
」自
衛
隊

への
不
安
感
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

1992年 1996年 2000年 2004年 2008年 2012年

大学昼間部 22.4% 21.2% 28.7% 41.1% 43.3% 52.5%

修士課程 45.3% 40.1% 50.5% 54.6% 56.7% 60.5%

博士課程 62.9% 65.7% 65.6% 67.4% 64.3% 66.2%

内閣支持率 不支持率

NHK 41.0% 43.0%

朝日 39.0% 42.0%

毎日 35.0% 51.0%

読売 43.0% 49.0%

日経 38.0% 50.0%

産経 39.3% 52.6%

共同 37.7% 51.6%

　 
安
保
法
案
へ
の
批
判
が
高
ま
る
中
で
、
自
民
党
議
員
の
問
題
発
言
が
続
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
自
民
党
議
員
が
憲
法
を
軽
視
し
、
戦
前
の
日

本
を
美
化
し
、
回
帰
す
る
思
想
と
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
全
面
的
に
奉
仕
し
、
武
力

に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
す
。
自
立
し
た
国
家
と
し
て
、
立
憲

主
義
と
民
主
主
義
を
守
り
、
紛
争
を
戦
争
に
し
な
い
努
力
と
外
交
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

7 月の世論調査だ
ろ
う
と
思
う
が
、
非
常
に
残
念
だ
」と

投
稿
し
ま
し
た
。

　 

武
藤
議
員
は
２
０
１
２
年
に
も
ブ
ロ
グ

で
日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る

「国
民
主

権
・基
本
的
人
権
の
尊
重
・平
和
主
義
」

の
２
大
原
則
が
、
日
本
精
神
を
破
壊
し

て
き
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

 

　
ま
た
、
磯
崎
首
相
補
佐
官
（参
議
院

議
員
）
の
「法
的
安
定
性
関
係
な
い
」
と

の
発
言
や
自
民
党
若
手
議
員
の
学
習
会

で
の
「マ
ス
コ
ミ
を
懲
ら
し
め
る
」
な
ど
憲

法
や
基
本
的
人
権
、
言
論
の
自
由
な

ど
を
軽
視
す
る
発
言
が
続
出
し
て
い
ま

す
。
悲
惨
な
戦
争
を
反
省
す
る
こ
と
な

く
、
戦
前
の
体
制
や
教
育
を
美
化
し
、

回
帰
し
よ
う
と
す
る
自
民
党
議
員
に
、

党
内
か
ら
も
批
判
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま

す
。

強
行
の
背
景
に
ア
メ
リ
カ
の
財
政

　 

国
民
の
６
割
が
反
対
し
、
８
割
が
説

明
不
足
と
す
る
安
保
法
案
を
強
行
す
る

背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
財
政
事
情
が
あ

り
ま
す
。
軍
事
国
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

で
す
が
、
膨
ら
む
軍
事
費
が
財
政
を
圧

迫
す
る
中
で
、
日
本
に
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
容
認
さ
せ
、
軍
事
行
動
を
肩

代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
負
担

を
軽
減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

証
拠
に
、
ア
メ
リ
カ
の
２
０
１
６
年
度
財

政
は
、
日
本
が
集
団
的
自
衛
権
を
行
使

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

自
衛
隊
へ
の
応
募
者
激
減
！

　
　
　
　
　
経
済
的
徴
兵
制
の
危
険
性

　 

自
衛
隊
は
、
す
で
に
安
保
法
案
が
可

決
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
、
高
卒
予
定

者
への
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送
付
な
ど
、

勧
誘
活
動
を
強
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
応
募
者
の
激
減
や
活
動
範
囲
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
員
の
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
将
来
の
徴
兵
制
も

懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
当
面
、
「経
済
的

徴
兵
制
」
が
進
む
で
し
ょ
う
。

　 

現
在
、
日
本
の
労
働
者
約
４
割
に
当

た
る
２
０
０
０
万
人
が
パ
ー
ト
や
派
遣
な

ど
の
非
正
規
労
働

者
と
な
っ
て
お
り
、

１
０
０
０
万
人
が
年

収
２
０
０
万
円
以

下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
様
な
中

で
、
就
学
援
助
や

奨
学
金
を
受
け
る

学
生
の
割
合
も
増

加
し
続
け
、
今
や

５
割
は
奨
学
金
を

受
け
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
し
て
、
社

会
に
出
た
瞬
間
か

ら
奨
学
金
と
い
う

借
金
を
抱
え
、
働

こ
う
に
も
若
者
の
２

人
に
１
人
は
非
正

規
雇
用
し
か
道
が

残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

そ
う
な
れ

ば
、
安
定
し
た
生

活
を
求
め
、
自
衛
隊
へ入
隊
す
る
し
か

な
い
状
況
が
作
り
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
防

省
が
軍
隊
へ志
願
し
た
者
の
奨
学
金
を
免

除
す
る
制
度
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
も
、
自
衛
隊
員
の
確
保
の
た
め
に
、

ア
メ
リ
カ
の
様
な
制
度
を
創
設
し
、
格

差
と
貧
困
に
よ
る
「経
済
的
徴
兵
制
」の

実
施
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

労
働
者
派
遣
法
を
廃
案
に

　 

現
在
、
参
議
院
で
審
議
さ
れ
て
い
る

労
働
者
派
遣
法
は
、
労
働
者
を
「一
生

ハケ
ン
」
へと
追
い
や
り
、
不
安
定
雇
用

と
低
賃
金
の
非
正
規
労
働
者
を
大
量
に

生
み
出
し
ま
す
。
格
差
と
貧
困
の
広
が

り
は
、
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
争
へ

駆
り
出
す
軍
隊
の
温
床
と
な
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
、
「戦
争
法
案
の
強
行
採

決
」
と

「格
差
と
貧
困
の
拡
大
」
と
い

う
２
つ
の
方
法
で
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
戦
争
へ向
か

お
う
し
て
い
る
ま
さ
に
今
だ
か
ら
こ
そ
、

労
働
者
派
遣
法
は
必
ず
廃
案
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　 

戦
争
法
案
を
は
じ
め
と
し
て
、
労
働

者
派
遣
法
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
再
稼
働
な

ど
、
安
倍
首
相
は
「国
民
の
命
を
守
る
」

と
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態
は
ア
メ
リ
カ
や

大
企
業
の
「利
益
を
守
る
」
政
策
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
安
保
法
案

を
き
っ
か
け
に
、
職
場
や
家
庭
で
政
府

が
進
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

一
度
話
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
９
月
８
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【
事
務
的
な
関
係
で
カ
ー
ド
の
発
送

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。】

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

①里芋の異称　

③鳩派の対語ま

○○派　⑤能で

用いる仮面　⑦

得意になって大

声で笑う　⑨○

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】
①
邦
楽
の
１
つ
。

歌
詞
の
短
い
歌
　
②
―
―
が
ひ
ど
く

人
の
名
が
な
か
な
か
出
な
い
　
③
あ

　

ま
り
の
美
貌
に
―
―
が
出
た
　
④
酒

は
冷
や
よ
り
○
○
が
好
き
　
⑥
♪

○
○
の
畑
で
ポ
チ
が
鳴
く
　
⑧
運
が

開
け
る
こ
と
　
⑪
心
ば
か
り
の
贈
り

物
　
⑫
肩
○
○
が
ひ
ど
い
　
⑬
役
柄

が
○
○
に
付
く

　

１
７
５
号
の
答
え
は
「
シ
ガ
イ

セ
ン
」
で
し
た
。当
選
者
は
以
下
の

方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
機
関
紙
の
感
想
な
ど
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

当
選
者
の
発
表

　
　
　

楠
目　

真
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

中
村　

慶
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

古
味　

綾
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

子
を
や
ら
ぬ
子
を
抱
く
マ
マ
の
決
意
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

戦
争
に
子
は
取
ら
れ
ぬ
と
デ
モ
の
中

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（源
　
朝
光
）

おたより紹介

｢高知県労連｣で

検索してください

改
め
て 

読
ん
で
マ
タ
ヨ
シ 

火
花
か
な

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

も
う
辞
め
る
？ 

ア
マ
リ
進
ま
ぬ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
　
　
（高
橋
　
狸
）

Ｈ
Ｐ
も

　

あ
り
ま
す

第２回｢わくわく講座｣を実施
○キャリア教育を研修していく中、 企業側講師が来たり

仕事の選び方を考えさせられたり…。 今、 働いている

子供の実態を見ていると、 転職のタイミングも教えてほ

しいと思います。 （労組はない、 賃金は安い、 時間

は長い、 責任は重い…見ていてつらい） 県教組 （Ｍ･Ｋ）

○安倍政権の横暴ぶりは本当に腹が立ちます。今後も本質をつ

く記事を期待しています。 自治労連 （Ｋ･Ｎ）

○戦争法案反対です。 日本はゼッタイに戦争をする国になって

はならないです。 自治労連 （Ａ･Ｋ）

○に腰かける　

⑩接吻　⑫年

齢が高い　⑭3

割3分3○○　

⑮――でゴシゴ

シ

　 

７
月
１
７
日
の
夕
方
、

全
労
連
初
級
教
育

「わ

く
わ
く
講
座
」の
県
労
連

学
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
学
習
範
囲
は
、
１
章

と
２
章
。
ま
ず
、
１
章
の

講
義
ビ
デ
オ
を
全
員
で
視

日程 時間 場所 講座範囲

8月21日(金) 18:30～20:00 県教組会議室 3章

9月25日(金) 18:30～20:00 高知城ﾎｰﾙ2階 4章

10月23日(金) 18:30～20:00 県教組会議室 5章

11月28日(土) 14:00～16:00 県教組会議室 閉校式

聴
し
、
田
口
委
員
長
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
補
足

を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
第
１
章
の
問
題
を
回

答
し
て
い
き
ま
し
た
。

　 

現
在
、
高
知
県
全
体
で
８
５
名
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
高
知
県
労
連
で
は
Ｈ
Ｐ
上
に
専
用
ペ
ー
ジ
も
作
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
組
織
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
起
き
、

学
習
の
支
援
や
進
捗
状
況
の
把
握
も
進
め
て
い
ま
す
。

画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
を
生
か
し
切
り
、
各
組
織
の
強
化

に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○経済格差が経済的徴兵を生み、 戦争へ。 こわいながれは反

対しましょう。 自治労連 （Ｓ･Ｎ）


